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乳児における因果的認識と行為の産出との関連









　In this paper, I conducted preliminary study about the relations between infants’ action production and their causal 
perception. Two infants were tested in the visual habituation paradigm to assess their perception of causality in physical 
and goal-directed actions of objects. In addition, I explored these infants’ action production in their daily lives using their 







（e.g., Sperber, Premack, & Premack, 1995; 小杉 ,2014）。
そして、心理学者による研究の一つの潮流に、因果経験
を決定する知覚プロセスの役割に関する実験的研究があ
る。このような研究は、Michotte (1963) による著書「The 
perception of causality」がその出発点となっている。
Michotte は launching events（本稿では衝突駆動事象と
訳す : 図 1）を刺激とした体系的な実験により、大人がこ
の事象の因果性を知覚する条件について詳細に検証した。















& Keeble, 1987; Oakes & Cohen, 1990; Oakes, 1994; 








1988）。一方、Oakes や Cohen のように、乳児の経験に
依存した（experience-dependent）因果性知覚の発達
モデルを提唱している研究者もいる（Oakes & Cohen, 







Leslie & Keeble, 1987）。これについて、たとえば、7 ヶ
月児は、衝突駆動事象を、因果的ではない事象（非接触事
象や接触遅延事象 : 図 1 を参照）と区別できる（Oakes, 
1994）。さらに、6 ヶ月児（厳密には、6 ヶ月半児）にお
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（Mascalzoni et al., 2013）。しかしながら、衝突駆動事象
に限っていえば、4 ヶ月児のデータは（e.g., Leslie, 1982; 
Cohen & Amsel, 1998）、より低月齢の乳児がこの事象の
時空間的パラメータに十分敏感である可能性を否定しな

















































　Rakison and Krogh (2012) の実験結果は、乳児におけ
る因果性を知覚する能力の発達モデルに重要な示唆を与
える。前述のように、Cohen と Oakes およびその共同
研究者たちは、6 ヶ月児において因果性知覚が発現する
のは、情報処理のスキルが向上した結果であるとしてい





を提唱している。そして、Rakison and Krogh (2012)のデー
タは、Cohen らの説明に合致するといえる。また、この
結果は、生後 6 ヶ月になるまでは、因果性知覚のために必
要な情報処理能力がないとする Oakes と Cohen の説に
も書き換えを要求するものである。













よ る 実 験（e.g., Woodward, 1998; Luo & Baillargeon, 
2005）や、他者の目標指向的行為の再現行動（模倣）を
































え方にもとづいているという（Gerson and Woodward, 
2014）。また、このような考え方によれば、乳児が自ら行
為を産出することが、他者の行為に関する固有の洞察を










Woodward, & Needham, 2005）。そして、この文脈の研
究は、前述の Rakison and Krogh (2012) と同様の手続き
によっておこなわれているのである。





























　また、Gerson and Woodward (2014) では、3 ヶ月児


























and Surian (2012) は、6 ヶ月児を対象に、衝突駆動事象
やその時空間的連続性および事象を構成する対象の属性
を操作した事象を刺激とした巧妙な実験をおこなってい




するという発達モデルを提唱した。Rakison and Krogh 




































2. 慣化 - 脱慣化法による乳児実験
実験 1 と実験 2 の調査対象
　本研究における調査の対象となったのは、Y と H の男児
2 名であった。Y 児に対する実験は、生後 225 日（7 ヶ月
11 日）に実施した。H 児に対する実験は、生後 176 日（5 ヶ
月 23 日）、生後 215 日（7 ヶ月 0 日）、生後 228 日（7 ヶ
月 13 日）、生後 268 日（8 ヶ月 25 日）、生後 293 日（9 ヶ
月 19 日）、生後 318 日（10 ヶ月 14 日）の計 6 回実施した。
ただし、H 児の 3 回目と 6 回目の実験は、むずかりのため
注視反応が安定せず、分析の対象から除外した。しかしな


























は 2 秒であり、1 つの対象が 1 秒ずつ動いた（図 1）。


























































Video Studio 12 Plusを用いた。注視反応の測定は、1フレー










条件の RDL 事象は、DEL 条件の RDEL 事象に比べ、慣化事
象からの変化が大きいとみなすと考えられる。DL 条件で
は、対象の因果的役割の変化が起こるからである（Leslie 
& Keeble, 1987）。つまり、DL 条件の回復度、つまり、慣
化フェイズの第 4 試行とテストフェイズでの注視時間の差
は、DEL 条件の回復度よりも大きくなると考えられる。




月齢ごとに傾向が異なっている。H 児は、生後 5 ヶ月時で
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8-9 ヶ月時では、DEL 条件では回復度はマイナスの値となっ























　はじめに、画面の右端に目標 A が、画面の左端に目標 B
が、画面中央、目標 A と目標 B の間に緑の長方形が提示さ
れた。続いて、緑の長方形が、目標 A に向かって 2 秒かけ
て移動し、目標 A と半分重なった時点で停止した。
②新目標事象（図 2 の下段左）
　はじめに、画面の左端に目標 A が、画面の右端に目標 B
が、画面中央、目標 A と目標 B の間に緑の長方形が提示さ
れた。緑の長方形が、目標 B に向かって 2 秒かけて移動し、
目標 B と半分重なった時点で停止した。
③旧目標事象（図 2 の下段右）
　はじめに、画面の左端に目標 A が、画面の右端に目標 B
が、画面中央、目標 A と目標 B の間に緑の長方形が提示さ
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Rakison and Krogh (2012) や Sommerville et al. (2005)
























7 ヶ月において、物理的因果性と目標指向 - つまり、心理
的因果性 - を知覚していた。そして、H 児の実験結果か
らは、生後 5-7 ヶ月の間に、この知覚が発現した可能性
が示唆された。この結果は、先行研究の結果に矛盾しな
い（Cohen & Amsel, 1998; Leslie & Keeble, 1987; Luo & 
Baillargeon, 2005; Oakes, 1994）。また、育児日誌の記述






促進することが明らかになっている（Rakison & Krogh, 
2012; Sommerville et al., 2005)。そして、今回の調査にお
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